






研究目的及び今迄の経過 

 乳児の発達や母子関係に母乳がいかなる作用をもたらしているか,母乳栄養の意義とし

て栄養学的面，免疫学的面,そして母児関係ということについて,いろいろ論義されている。

筆者らは母乳栄養 breast feeding のもたらす母児関係への影響について究明するために,

新生児の行動の基本である state について,同一新生児に母乳と搾母乳またはミルクを

別々に与え,それぞれ哺乳後の state を観察し授乳方式のもたらす影響について比較検討

した。 

 これまでに得た結果では,第一に breast feeding では哺乳終了から state I (quiet 

sleep)に入るまでの時間が,bottle feeding の時より短いということと，第二に breast 

feeding では state I の占める割合が bottle feeding より大きいという結果を得た。この

state の判定は肉眼観察によるもので,心拍,呼吸などのモニタリングは行わなかった。 


